
 

 

 

 

 
還る場所 

 

 

校長  土谷 昌秋      

 

昨年に引き続き、長野県菅平高原を訪れた。 

菅平…といえば、ラグビー合宿の聖地と呼ばれている地である。 

今から４０年近く前の自分に重ねながら、今年もたくさんラガーマンたちの泥だらけの姿を見ることがで

きた。 

 

大学４年間、自分もこの地で地獄のような練習を体験し、山を下りるときには、当時流行った 

「二度とくるもんか」というロゴの入った Tシャツを土産に買うのが楽しみであった。 

 

「二度とくるもんか」といっておきながら、また訪れてしまう。この地には、不思議な魅力が潜んでいると思

った。 

 

苦しい思い出しかないのに、なぜだろう。 

 

きっとあのときの自分を思い出させてくれるから… 

 

苦しかったけど、仲間と乗り越えた先の最終日、みんなでほおばったソフトクリームが忘れられない味とし

ていまだに体に残っているからかもしれない… 

 

自分には、こうやって還ることのできる場所がある。 

 

何かを思いだすため、何かを取り戻すため、人は還る場所を探す。 

それは、新しい旅にも似ている。 

 

「発見の旅とは、新しい景色を探すことではなく、新しい目を持つ 

ことである。」 

ある偉人の言葉である。 

    

新しい目で見た聖地の姿を力にかえて、 

２学期も乗り越えていきたい。 

 

チーム八潮中で… 

学校教育目標「認めあい 支えあい 高め合う」 
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